
二
〇
一
三
年
四
月
、
イ
ン
ド
系
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

の
男
性
舞
踊
家
Ｋ
・
Ｐ
・
バ
ス
カ
ー
が
八
七
歳
の
生

涯
を
終
え
た
。
彼
の
訃
報
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

発
行
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
系
の
タ
ミ
ル
語
新
聞
は

も
と
よ
り
、
国
内
最
大
の
日
刊
英
字
紙
ザ
・
ス
ト

レ
イ
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
や
中
国
系
の
新
聞
で
も
報
じ

ら
れ
、
彼
の
逝
去
を
惜
し
む
声
と
と
も
に
、
イ
ン

ド
古
典
舞
踊
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
彼
の
功
績
を

称た
た

え
る
こ
と
ば
が
綴つ
づ

ら
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
系
と

い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
た
彼
の
人
生
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ン
ド
芸
能
の
発
展
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

偶
然
に
立
ち
寄
っ
た
場
所

バ
ス
カ
ー
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
近
代
イ
ン

ド
に
お
け
る
芸
能
者
の
社
会
的
流
動
性
を
考
え
る

う
え
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。一
九
二
五
年
、イ
ン
ド・

ケ
ー
ラ
ラ
州
南
部
の
高
カ
ー
ス
ト
の
家
系
に
生
ま

れ
た
彼
は
、
幼
少
よ
り
音
楽
や
舞
踊
に
興
味
を
抱

き
、
地
元
の
芸
能
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
。
青
年

期
に
な
る
と
、大
学
進
学
を
望
む
家
族
を
押
し
切
っ

て
、
ト
ラ
ヴ
ァ
ン
コ
ー
ル
王
宮
が
運
営
す
る
舞
踊
学

校
に
入
学
し
、
そ
こ
で
古
典
舞
踊
の
カ
タ
カ
リ
や

オ
ッ
タ
ン
・
ト
ゥ
ッ
ラ
ル
な
ど
の
芸
能
を
習
得
す
る
。

卒
業
後
は
、
植
民
地
行
政
官
ら
が
集
う
バ
ン
ガ
ロ
ー

ル
の
社
交
界
の
場
で
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
の
踊
り

手
と
し
て
活
躍
し
た
り
、
マ
ド
ラ
ス
の
映
画
ス
タ
ジ

オ
で
ウ
ダ
イ
・
シ
ャ
ン
カ
ル
（
シ
タ
ー
ル
奏
者
の
ラ

ヴ
ィ・シ
ャ
ン
カ
ル
の
兄
）
主
演
の
映
画
『
カ
ル
パ
ナ
』

（
一
九
四
七
年
）
に
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
出
演
し
た
り
、

ス
タ
ジ
オ
付
き
の
振
付
師
と
し
て
ダ
ン
ス
・
シ
ー
ン

の
演
出
を
手
が
け
た
り
し
て
い
た
。

そ
ん
な
な
か
、
左
翼
勢
力
が
台
頭
し
て
い
た

戦
前
の
セ
イ
ロ
ン
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
で
、
英
印

軍
の
慰
安
公
演
に
出
演
し
た
際
に
出
会
っ
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
共
産
党
一
団
か
ら
の
誘
い
を
う
け
、

一
九
五
二
年
、
彼
は
新
天
地
を
求
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
行
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
そ
の
航
海
途
中
に
た

ま
た
ま
寄
港
し
た
の
が
、
そ
の
後
の
生
涯
の
住す
み

処か

と

な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

「
文
化
の
砂
漠
」
か
ら 

「
芸
術
の
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
」
へ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
い
わ
ず
と
知
れ
た
多
民
族
、
多

文
化
社
会
の
国
で
あ
る
。
人
口
は
、
七
割
以
上
を

占
め
る
中
国
系
の
他
に
、
マ
レ
ー
系
や
イ
ン
ド
系
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
人
び
と
は
異
な
る
言
語
、
宗
教
、

生
活
習
慣
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
天
然
資
源
の

な
い
狭
小
な
国
土
と
限
ら
れ
た
人
的
資
源
と
い
う
制

約
の
な
か
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
独
立
し
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
、
経
済
発
展
を
国
是
と
し
た
開
発
政
策
を

推
進
し
、
現
在
で
は
国
民
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

世
界
の
ト
ッ
プ
一
〇
に
入
る
ほ
ど
豊
か
な
国
に
発
展

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
独
自
の
文
化
形
成
の
余
地
が

な
く
、「
文
化
の
砂
漠
」
と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
の

国
は
、
経
済
発
展
を
遂
げ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
か

ら
「
創
造
都
市
」
を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
、
芸
術
文
化
に
重
点
を

置
く
政
策
も
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
芸
能
の
伝
承

バ
ス
カ
ー
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
降
り
立
っ
た
当

初
、
イ
ン
ド
系
移
民
は
人
口
の
約
一
割
を
占
め
て
い

た
が
、
イ
ン
ド
芸
能
を
教
授
す
る
機
関
は
ひ
と
つ

も
な
か
っ
た
。
当
て
に
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
共
産
党
一
団
か
ら
の
音
信
が
途
絶
え
た
こ
と
と
知

人
ら
の
説
得
が
契
機
と
な
り
、
彼
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
イ
ン
ド
芸
能
を
教
え
る
こ
と
を
決
心
し
、

一
九
五
三
年
に
バ
ス
カ
ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

を
設
立
し
た
。
以
来
、
彼
は
亡
く
な
る
ま

で
の
日
々
を
イ
ン
ド
系
移
民
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
人
び
と
に
イ
ン
ド
の
音
楽
・
舞
踊

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
ま

た
、
一
九
八
八
年
に
組
織
さ
れ
た
文
化
芸

術
諮
問
会
議
に
は
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て

加
わ
り
、
中
国
系
、
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド

系
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
芸

術
文
化
の
発
展
に
対
し
て
、
国
が
積
極
的
に
支
援

す
る
よ
う
意
見
陳
述
し
た
。
そ
れ
は
、
教
育
・
資

金
・
イ
ン
フ
ラ
の
点
に
お
い
て
、
今
日
の
芸
術
文
化

政
策
の
核
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
出
身

の
名
も
な
き
踊
り
手
は
、
偶
然
に
立
ち
寄
っ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
地
で
、
イ
ン
ド
の
音
楽
・
舞
踊

文
化
の
普
及
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

バ
ス
カ
ー
が
他
界
し
た
二
年
後
の
二
〇
一
五
年
四

月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ン
ド
人
街
に
は
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
・
ヘ
リ
テ
イ
ジ
・
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン
ド
系
移
民
の
歴
史
や
文
化
を

展
示
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
芸
能
の
調
査
研
究

と
伝
承
や
発
展
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

六
〇
年
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
芸
能
の
普
及
に
奮
闘
し

た
バ
ス
カ
ー
の
意
思
は
、
次
世
代
に
、
そ
し
て
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
国
に
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

晩年のK.P.バスカーと妻のサンタ・バスカー（2001年、シンガポール）
© Bhaskar's Arts Academy

シヴァ神のポーズをとるバスカー（1951年、
セイロン）© Bhaskar's Arts Academy

竹た
け

村む
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現
代
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ン
ド
地
域
研
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国
立
民
族
学
博
物
館
拠
点 

拠
点
研
究
員

シンガポールに
インド芸能を広めた男
偶然の出会いにより、その後の人生が決まってしまうこともある。
オーストラリアへ渡ろうとしていたインド人舞踊家は、その途上のシンガ
ポールの地で、インド芸能の振興と伝承に、生涯をささげた。

セイロン・タミル協会でインド舞踊を教えるバスカー（1954年、シンガポール）
© Bhaskar's Arts Academy
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